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▲新曽中央西地区における戸田都市計画の変更（原案）
の説明公聴会

議
員

　
新

曽
第
二
土

地
区
画
整

理
事
業
に

お
け
る
用

途
地
域
の
変
更
（
案
）
に

つ
い
て
地
権
者
か
ら
、
換

地
決
定
時
点
で
の
説
明

と
相
違
が
あ
り
、
納
得
で

き
な
い
と
の
意
見
が
あ

る
。
し
っ
か
り
と
答
え
る

べ
き
。

都
市
整
備
部
長　

以
前

示
し
た
市
街
化
予
想
図

と
の
違
い
は
、
市
の
将
来

像
に
近
づ
け
る
た
め
変

更
し
た
経
過
が
あ
る
。
今

後
は
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
き
、
変
更
案
の
縦
覧
、

意
見
書
と
い
う
法
的
な

形
で
皆
様
か
ら
意
見
を

い
た
だ
く
。

議
員

　
意
見
が
あ
る
と
こ

ろ
へ
は
、
担
当
が
出
向
き
、

納
得
い
く
解
決
を
図
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

議
員

　
新
曽
中
央
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
よ
り
、
段
階
と

手
順
を
踏
み
な
が
ら
進
め

て
き
た
が
、
地
域
住
民
全

体
へ
の
周
知
と
理
解
と
い

う
点
で
は
、
説
明
会
等
へ

の
参
加
状
況
、
ま
た
、
住

民
か
ら
の
意
見
等
も
出
て

お
り
、
地
権
者
と
十
分
に

合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
慎

重
に
進
め
る
べ
き
。

都
市
整
備
部
長　

地
区
の

課
題
や
特
性
の
観
点
か
ら

検
証
す
る
と
と
も
に
、
地

元
の
方
々
の
意
見
も
お
聞

き
し
な
が
ら
解
決
を
図
る
。

の
業
者
が
落
札
し
た
。
今

後
は
業
者
の
選
定
方
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員

　
２
学
期
制
が
全
面

実
施
さ
れ
て
４
年
が
経
過

す
る
が
、
保
護
者
か
ら
、

夏
休
み
・
冬
休
み
の
前
に

通
知
表
が
も
ら
え
な
い
の

で
、
み
ず
か
ら
目
標
を

持
っ
て
長
期
休
暇
を
過
ご

せ
な
い
と
の
意
見
が
あ

る
。
２
学
期
制
を
見
直
し

て
は
。

教
育
部
長　

２
学
期
制
に

よ
り
授
業
時
数
の
確
保
が

で
き
、
一
定
の
成
果
を
得

て
い
る
。
各
小
学
校
で
定

着
し
て
お
り
、
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
。

議
員

　
喜
沢
循
環
・
川
岸

循
環
を
見
直
し
、
双
方
向

運
行
に
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

経
費
が

か
か
る
の
で
、で
き
な
い
。

議
員

　
年
末
年
始
は
運
休

し
て
い
る
が
、
運
行
で
き

な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

運
転
手

の
確
保
が
難
し
く
、
他
市

も
運
休
し
て
い
る
。

議
員

　
当
面
、
喜
沢
循
環

を
市
役
所
経
由
に
。

市
民
生
活
部
長　

町
会
か

ら
も
要
望
が
出
て
い
る
の

で
、
研
究
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

議
員

　
24

年
度
、
校

務
員
の
委

託
業
者
が

代

わ

り
、

給
与
が
月
額
で
約
８
千
円

減
額
さ
れ
、
10
万
円
あ
っ

た
夏
・
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
も

な
く
な
っ
た
。
委
託
業
者

が
代
わ
っ
て
も
労
働
条
件

の
切
り
下
げ
が
な
い
よ
う

に
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長　

競
争
入
札
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
と
は
別

労働条件の改善を

「業者選定法を改善する」

望月 久晴 議員
学
校
校
務
員

一 般 質 問

議
員

　
「
医
療
費
が
払
え

な
い
」
と
い
う
相
談
が
増

え
て
い
る
。
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
さ
れ
た
一

部
負
担
の
減
免
を
し
っ

か
り
と
施
行
し
、
対
応
す

べ
き
。

福
祉
部
長　

相
談
が
あ
っ

た
ケ
ー
ス
に
対
し
て
は
、

十
分
に
事
情
を
聞
き
、
必

要
に
応
じ
て
関
係
部
署

と
連
携
を
と
り
な
が
ら

対
応
す
る
。

新
曽
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

         

は
住
民
合
意
で

「
意
見
を
聞
き
、進
め
る
」

花
井 

伸
子 

議
員

住民参加

議
員

　
市

民
体
育
祭

は
、
長
年

に
わ
た
り

恒
例
行
事

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

競
技
運
営
は
、
町
会
単
位
で

行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
町
会

に
属
し
て
い
な
い
人
は
参
加

し
に
く
い
状
況
で
あ
る
。
町

会
未
加
入
者
へ
の
対
応
は
。

市
民
生
活
部
長　

体
育
祭

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
に
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
参
加
を
き
っ

か
け
に
町
会
へ
の
加
入
を

考
え
る
場
合
も
あ
る
。
町

会
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
参
加
啓
発
事
業
と

捉
え
、ご
協
力
い
た
だ
く
。

議
員

　
町
会
未
加
入
者
の

受
付
・
控
え
テ
ン
ト
設
置

や
一
般
参
加
者
枠
を
設
け

る
な
ど
の
工
夫
で
、
多
く

の
方
の
参
加
を
促
し
、
町

会
加
入
へ
の
促
進
も
図
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

大
規
模

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
入
居
が

始
ま
っ
て
も
す
ぐ
に
自
治

会
が
組
織
さ
れ
な
い
場
合

が
多
く
、
今
後
も
増
加
が

予
想
さ
れ
る
。
市
民
体
育

祭
の
充
実
が
図
れ
る
よ
う

実
行
委
員
会
に
提
案
し
て

い
く
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
計
画
が
策
定
さ
れ
10
年

が
経
過
し
た
が
、
笹
目
以

外
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
が
設
立
さ
れ
て
い
な

い
。
実
施
計
画
の
理
想
と

す
る
団
体
像
は
、
多
種
多

様
な
団
体
が
す
ぐ
に
連
携

で
き
な
い
。
支
援
方
法
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
民
生
活
部
長　

計
画
で

理
想
と
す
る
組
織
を
形
成

す
る
に
は
時
間
を
要
す

る
。
今
後
は
横
断
的
な
取

り
組
み
が
期
待
で
き
る
団

体
に
補
助
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
。

地区計画はなぜ 
         　西地区先行か

「密集市街地化防止等の理由から」

細井 幸雄  議員
新
曽
中
央
地
区

     

ま
ち
づ
く
り

ば
、
あ
と
は
右
へ
倣
え
だ
。

そ
も
そ
も
協
議
は
東
西
合

同
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。

東
地
区
地
権
者
の
権
利
を

奪
う
も
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　

農
地
が

多
く
宅
地
転
用
が
予
想
さ

れ
る
西
地
区
の
密
集
市
街

地
化
の
防
止
や
、
良
好
な

街
な
み
形
成
に
資
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
西
地
区

を
先
行
し
て
、
協
定
の
内

容
を
地
区
計
画
に
定
め
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
西

地
区
で
決
ま
っ
た
こ
と
が

絶
対
で
は
な
い
。

議
員

　
隅

切
り
の
必

要
性
を
説

き
、
幅
員

４
ｍ
の
生

活
道
路
全
体
に
３
ｍ
の
隅

切
り
を
求
め
る
一
方
で
、

墓
地
は
交
渉
の
結
果
１
・

５
ｍ
で
相
手
の
了
解
を
得

た
と
は
、
非
論
理
的
か
つ

不
公
平
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長　

隅
切
り

町
会
未
加
入
者
が

    

参
加
し
や
す
い
よ
う
に

「
実
行
委
員
会
に
提
案
し
て
い
く
」

馬
場 

栄
一
郎 

議
員

市民体育祭

は
で
き
る
だ
け
確
保
し
た

い
が
、
風
致
建
造
物
の
尊

重
は
協
議
会
や
地
元
で
の

ま
と
ま
っ
た
意
見
で
あ

る
。

議
員

　
「
建
築
物
の
高
さ

は
最
高
20
ｍ
。
た
だ
し
既

存
不
適
格
建
築
物
は
適
用

し
な
い
」
、
つ
ま
り
20
ｍ

超
の
現
存
す
る
建
築
物
に

つ
い
て
は
不
問
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
後
の
改
築
は

ど
う
な
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

今
後
、

運
用
基
準
の
中
で
定
め
る

等
、
研
究
を
し
て
い
く
。

議
員

　
既
存
不
適
格
建
築

物
は
、
建
て
替
え
る
際
に

は
新
た
な
規
制
に
従
っ
た

建
築
物
を
建
築
す
る
と
い

う
の
が
一
般
的
な
常
識
で

あ
り
、
ぜ
ひ
、
そ
の
よ
う

に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

議
員

　
地
区
計
画
の
西
地

区
先
行
は
理
解
し
が
た

い
。
西
地
区
が
確
定
す
れ

▶
戸
田
市
民
体
育
祭
（
美
女
木
小
学
校
）

▶
ト
コ
バ
ス(

川
岸
循
環
）

１

２

３

実施時期

２２年８月
　　　～９月

２３年７月

２３年１２月

実施回数

４回

３回

４回

会　　場

４町会会館

新曽福祉
センター

４町会会館

地権者への
通知数（通）

２１３８

２２１３

３８９２

合計出
席者数

８９名

５９名

７９名

出席率

3.9％

2.6％

2.0％

※３については対象者を地権者、 居住者とした。

▲まちづくり協定説明会の通知及び出席状況

２
学
期
制
の
見
直
し
を

ト
コ
バ
ス
の
改
善
を

医
療
費
の
軽
減
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

支
援
の
見
直
し
を


